
1994年出上の木簡

岩
手
・中
尊
寺
境
内
金
剛
院

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
衣
関

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
七
月
―

一
九
九
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
及
川
　
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

。
一
六
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

特
別
史
跡
中
尊
寺
境
内
は
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
平
泉
駅
か
ら
北
西
約
二
臨
の
丘
陵

に
位
置
す
る
。
中
尊
寺
は
奥
州
藤
原
氏
初
代
清
衡
が
建
立
し
た
寺
院
で
、
平
安

時
代
末
期
に
お
け
る
奥
州
藤
原

氏
の
東
北
経
営
を
考
え
る
上
で

の
重
要
な
歴
史
的
意
義
に
か
ん

が
み
、　
一
九
七
九
年
に
境
内
の

約

一
三
四
万
ポ
が
特
別
史
跡
に

動

指
定
さ
れ
て
い
る
。

一　
　
標
高
二
五
ｍ
ｔ

一
五
〇
ｍ
の

知

丘
陵
地
で
あ
る
中
尊
寺
境
内
の

ぐ

北
に
は
衣
川
が
東
流
し
北
上
川

に
注
ぐ
。
丘
陵
の
南
東
に
は
標
高
三
二
―
四
〇
ｍ
の
段
丘
が
広
が
り
、
こ
の
段

丘
上
に
特
別
史
跡
毛
越
寺
跡
、
特
別
史
跡
無
量
光
院
跡
、
史
跡
柳
之
御
所
跡
を

は
じ
め
と
す
る
奥
州
藤
原
氏
関
連
の
遺
跡
が
密
集
し
て
い
る
。

金
剛
院
は
国
宝
中
尊
寺
金
色
堂
の
東
方
約
七
〇
ｍ
に
位
置
す
る
支
院
で
、
本

堂

・
庫
裏
の
増
改
築
の
た
め
約

一
九
〇
♂
の
現
状
変
更
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、　
三
ハ
世
紀
末
以
降
の
整
地
層
を
狭
ん
で
上
下
に
遺
構
面
が
あ
り
、

上
面
か
ら
は
主
に
近
世

・
近
代
の
掘
立
柱
建
物

・
溝

。
土
坑
が
、
下
面
か
ら
は

一
二
世
紀
前
葉
の
掘
立
柱
建
物

・
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
下
面
の
遺
構
基
盤
に
は

旧
地
形
の
緩
斜
面
を
切
り
出
し
、
低
位
部
に
盛
土
し
て
平
坦
面
を
作
り
出
す
地

業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

下
面
の
遺
構
を
覆
う
黒
褐
色
土
層
か
ら
、
多
く
の
木
製
品

・
土
師
質
土
器
が

出
土
し
た
。
木
製
品
に
は
漆
塗
椀
、
箸
、
把
手
、
栓
、
扇
の
骨
、
櫛
、
下
駄
、

刀
子
柄

。
輪
、
へ
ら
状
工
具
、
部
材
、
将
模
の
駒
、
立
体
人
形
、
笹
塔
婆
、
木

簡
を
は
じ
め
と
す
る
墨
書

・
墨
画
の
あ
る
木
片
な
ど
が
あ
る
。
土
師
質
土
器
は

椀
と
小
皿
の
器
種
構
成
で
、
全
て
ロ
ク
ロ
成
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
平
泉
に
お

け
る
手
捏
ね
成
形
の
か
わ
ら
け

全
爪
都
系
土
師
器
）
の
出
現
以
前
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
陶
磁
器
で
は
国
産
の
中
世
陶
器
は
出
土
せ
ず
、
中
国
産
白
磁
壺

（大

学
府
分
類
の
Ⅱ
系
）
が

一
点
あ
る
の
み
で
あ
る
。
金
属
製
品
に
は
雁
又
鏃
、
刀
子
、

釘
、
鉄
淳
の
ほ
か
、
唐
草
漑
鳥
文
の
五
花
鏡
片
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
豊
富
な
遺

物
群
は
、
特
に
土
器
の
器
種

・
形
態
か
ら
み
て

一
二
世
紀
前
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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①
し
⑰
は
す
べ
て
、
前
述
し
た
―
二
世
紀
前
葉
の
土
器
群
を
含
む
黒
褐
色
土

層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
①
し
③
の
木
簡
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
④
し
⑮

は
将
棋
の
駒
で
、
こ
の
―
二
点
の
他
に
同
形
で
文
字
の
判
読
で
き
な
い
も
の
が

二
点
あ
り
、
都
合
一
四
点
出
土
し
て
い
る
。
⑯
は
習
書
で
「
歩
兵
」
を
連
書
し

て
い
る
。
参
考
ま
で
に
掲
載
し
た
墨
画
は
こ
れ
ら
の
木
簡
と
同
一
層
よ
り
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
箱
あ
る
い
は
枡
の
側
板
と
思
わ
れ
る
部
材
(
1
2
7

x
 
4
0
 x
 
6
)
 

の
片
面
に
女
性
の
全
身
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
ふ
く
よ
か
な
顔
立
ち
の
描
写
で

あ
る
が
被
り
物
・
衣
装
•
履
物
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
他
に
重
ね
書
き
さ
れ

た
絵
画
風
の
も
の
が
一
点
、
そ
し
て
筆
な
ら
し
の
よ
う
な
墨
の
残
る
も
の
が
一

点
あ
り
、
墨
書
・
墨
画
の
資
料
は
合
計
ニ
―
点
を
数
え
る
。

当
調
壺
地
点
の
遺
跡
と
し
て
の
性
格
は
確
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
位
置
や
年

代
、
そ
し
て
遺
物
の
内
容
よ
り
み
て
、
初
代
藤
原
清
衡
あ
る
い
は
二
代
基
衡
に

か
け
て
の
中
尊
寺
造
営
・
維
持
に
関
わ
る
僧
侶
や
工
人
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
平
泉
町
内
に
お
い
て
、
確
実
な
―
二
世
紀
前
葉
の
遺
構
・
遺

物
の
検
出
事
例
は
、
本
例
を
除
く
と
皆
無
で
あ
り
、
下
層
の
一
括
遺
物
は
良
好

平
泉
町
教
育
委
員
会
「
特
別
史
跡
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
一
九
九
五
年
）

9

関
係
文
献

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
及
川
司
）
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